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フレー ゲの算術導出の哲学的意義
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算術の導出をすでに遂行した。)。 本論文の目的は, このフレー ゲの結果 (「フレー ゲの定理Jとい
う名で呼ばれることがある)のもつ哲学的意義について考察することである。ただし,決定的な結
論を導くのではなく,フレー ゲの結果に即して引き出しうる議論を示唆するに止めたい。








可能であることを示している。実際,われわれが実行したように (田畑 [2001]), ヒュームの原理
といくつかの定義から,第二階論理を基礎にして,ペアノの五つの公理を含む算術の基本的定理が




















































































































































中で自然数を展開するときも,「自然数Jはある形の集合と同一祝される。自然数 10, 1, 2,
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